
よ く あ る 相 談 事 例 

対 象 枝物(サカキ，ヒサカキ，シキミ) 

タイトル さし木の方法について 

内 容 ・さし床の準備やさし付け作業などについて教えてください。 

助言等 

１ さし床の準備及び案内棒の作成

① まず，深さ 10cm程度の育苗箱（またはプランター）を準備します。 
② さし床の用土は小粒の赤玉土・鹿沼土を使用します。 

③ 育苗箱に用土をいれ，排水性をよくするため水圧で微塵を取り除きます。

箱の下から排出される水が透明になるまで，十分にかん水します。（約５分）

④ さし口が傷まないよう，割り箸で穴を開けるための案内棒を作成します。

２ さし付け作業

① 案内棒で葉が触れあわない間隔(縦 5 ㎝×横 6 ㎝)で，用土にさし穂長の
約 1/3の穴をあけます。 
【さし穂の切り口がつぶれないようにする】 

② さし穂の切り口両面に発根促進剤をつけ用土に深さ約５cmさします。 
【発根促進剤：ルートン粉剤，オキシベロン液剤等】 

③ さし穂が動かないようにしっかり土を押し固めます。 

【水やりや風でさし穂が動くと発根が遅れるため】

④ さし木終了後は十分に灌水します。

  用土の種類    灌水の状況    案内棒の作成

案内棒で穴をあける   土を押し固める   さし木の状況

（縦５×横６＝３０）


